
ぼ く と わ た し の 絵

○ し ん ご う 保 育 園

お
花
ま
つ
り
で
あ
ま
ち
ゃ
を
か
け
た

あ
と
、
み
ん
な
で
つ
な
引
き
し
た
よ
。

も
う
１
回
や
っ
て
、
次
は
勝
ち
た
い

な
ぁ
・
・
・
。

佐
藤
　
龍
吉
郎
く
ん（
さ
く
ら
組
）

な
な
み
ち
ゃ
ん
と
ブ
ラ
ン
コ
で
遊
び

ま
し
た
。
こ
の
日
は
と
っ
て
も
い
い

お
天
気
だ
っ
た
ん
だ
よ
。

い
ー
っ
ぱ
い
楽
し
か
っ
た
よ
。

佐
々
木
　
愛
華
さ
ん（
さ
く
ら
組
）

さ
さ

き
あ
い
か

りゅ
う
きち

ろう
さ
とう

＝
 高
品
質
農
産
物
の
安
定
生
産
の
た
め
 ＝

有
機
の
里
づ
く
り

 を
推
進
し
よ
う

良
質
堆
肥
で
収
入
Ｕ
Ｐ！
！　
　
　
  　
　

有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
TE
L７
８
－３
５
５
５

営
業
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
（
休
日
：
毎
週
月
曜
日
、
年
末
年
始
）

８

平
成
２１
年
度
あ
お
も
り
推
き
ゅ
う
肥
品
評
会

優
秀
賞
受
賞

208

６
月

人
の
動
き

男
　
1,
45
8人
（
＋
２
人
）

女
　
1,
56
7人
（
＋
１
人
）

計
　
3,
02
5人
（
＋
３
人
）

世
帯
数
96
0世
帯（
＋
４
世
帯
）

（
平
成
23
年
４
月
30
日
現
在
）
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工
  藤
　
　
  健

く
ん

Ｈ
21
・
12
・
１
生

（
地
区
）
戸
来

（
パ
パ
）
泰
啓

（
マ
マ
）
愛
子

パ
パ
と
マ
マ
の
ね
が
い

思
い
や
り
の
あ
る

や
さ
し
い
子
に
育
っ
て
ね
。

む
ら
の
ガ
イ
ド

平
成
23
年
水
無
月

パ
ー
ル（
真
珠
）

̶
 健
康
・
長
寿
 ̶

誕
生
石

み
な
づ
き

Ju
ne

燃
え

る
ご

み
収

集
日

　
新

郷
村

全
域

　
月

曜
日

・
木

曜
日

（
祭

日
も

収
集

し
ま

す
）

家
庭

ご
み

は
収

集
日

の
朝

に
出

し
て

下
さ

い
。

生
ご

み
の

水
切

り
に

ご
協

力
を

ご
み

の
減

量
と

リ
サ

イ
ク

ル
に

取
り

組
み

ま
し

ょ
う

予
防

接
種

相
談

日
　

毎
週

月
曜

日
　

正
午

〜
午

後
５

時
ま

で
　

T
E
L
6
1
−

7
5
5
5

２
０
１
１
年
６
月

備
　
　
　
考

9：
00
～
12
：
00
　
美
郷
館

10
：
00
～
16
：
00
　
八
戸
法
務
局

主
会
場
　
新
郷
村

行
　
　
事
　
　
等

く
ど
う

た
け
る

日
曜

1
水

2
木

3
金

4
土

5
日

6
月

8
水

9
木

10
金

11
土

13
月

16
木

17
金

19
日

20
月

23
木

24
金

27
月

30
木

特
設
人
権
相
談
所

不
用
犬
引
取
日
　
結
核
検
診
（
～
２
日
）

特
定
健
診
（
～
４
日
）

資
源
ご
み
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

法
務
局
な
ん
で
も
相
談
所

青
森
県
知
事
選
挙
投
開
票
日

新
郷
温
泉
館
休
館
日

子
ど
も
手
当
支
給
日

特
定
健
診
（
～
11
日
）

資
源
ご
み
（
缶
・
新
聞
等
５
品
目
）
収
集
日

三
戸
郡
総
合
体
育
大
会
（
～
12
日
）

新
郷
温
泉
館
休
館
日
　
行
政
相
談

特
定
健
診
（
～
18
日
）

資
源
ご
み
（
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

粗
大
ご
み
収
集
日

第
37
3回
子
ど
も
会
親
子
早
起
き
掃
除

新
郷
温
泉
館
休
館
日

特
定
健
診
（
～
25
日
）

燃
え
な
い
ご
み
収
集
日

新
郷
温
泉
館
休
館
日
　
母
と
子
の
栄
養
教
室

村
県
民
税
第
１
期
納
期
限
　
特
定
健
診

二
十
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

５月１日　五戸地区消防団連合観閲式（関連記事は２ページ）５月１日　五戸地区消防団連合観閲式（関連記事は２ページ）



2３　広報しんごう　H23・５

　
５
月
１
日
、
五
戸
地
区
消
防
団

連
合
観
閲
式
が
五
戸
小
学
校
を
主

会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
村
消
防

団
（
畠
山
賢
悦
団
長
）
は
団
員
１

７
９
人
、
車
両
９
台
が
出
動
し
、

観
閲
者
付
須
藤
良
美
村
長
は
じ
め

来
賓
ら
の
前
で
分
列
行
進
や
玉
落

と
し
を
行
い
、
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
永
年
勤
続
者
や
消
防

団
活
動
に
貢
献
し
た
個
人
、
団
体

を
表
彰
。
受
章
者
を
代
表
し
て
消

防
庁
長
官
表
彰
に
輝
い
た
畠
山
賢

悦
団
長
が
「
身
に
余
る
光
栄
。
今

後
も
全
力
で
任
務
を
遂
行
す
る
こ

と
を
誓
う
」
と
答
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　
幼
児
レ
ー
ス
に
続
い
て
行
わ
れ

た
「
ポ
ン
プ
操
法
」
で
は
二
つ
の

部
門
が
実
施
さ
れ
、
本
村
の
第
１

分
団
（
金
ケ
沢
）
は
ポ
ン
プ
自
動

車
の
部
、
第
３
分
団
（
間
明
田
）

は
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
。

時
折
小
雨
が
降
る
中
、
訓
練
を
重

ね
た
見
事
な
連
携
を
披
露
し
、
来

場
者
か
ら
声
援
を
浴
び
て
い
ま
し

た
。

に
注
意
し
、
入
山
し
て
欲
し
い
」

と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
山
菜
採
り
等
の
入

山
者
が
多
く
な
る
時
期
を
前
に
、

五
戸
警
察
署
、
村
消
防
団
、
防
犯

協
会
、
交
通
指
導
隊
、
戸
来
森
林

事
務
所
、
鳥
獣
保
護
員
等
、
16
機

関
の
協
力
を
得
て
毎
年
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

フ
レ
ッ
ト
、
イ
チ
イ
の
苗
木
、
携

帯
吸
殻
入
れ
を
約
１
０
０
台
に
配

布
し
、
火
事
と
遭
難
の
防
止
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
三
ヵ
所
を
巡
回

し
、
活
動
に
参
加
し
た
須
藤
村
長

は
「
山
火
事
や
遭
難
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
。
装
備
等
に
十
分

　
５
月
２
日
、
村
主
催
に
よ
る「
山

火
事
防
止
並
び
に
山
岳
遭
難
防
止

街
頭
指
導
」
が
西
分
遣
所
前
、
丹

内
沢
、
西
越
郵
便
局
前
の
路
上
で

行
わ
れ
、
今
回
は
総
勢
50
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
行
き
交
う
ド
ラ
イ
バ
ー
に
パ
ン

　
間
木
ノ
平
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
ふ
れ
あ
い
牧
場

で
、
５
月
４
日
、
「
牧

場
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、

行
楽
客
は
盛
り
だ
く
さ

ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体

験
、
園
内
は
笑
顔
と
歓

声
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
里
山
の
雑
木
林
な
ど

大
自
然
の
中
で
天
然
き

の
こ
と
同
じ
環
境
で
育

て
ら
れ
た
原
木
し
い
た

け
の
も
ぎ
と
り
販
売
は

家
族
連
れ
に
大
人
気
。
濃
い
旨
み

と
上
品
な
香
り
を
あ
わ
せ
も
ち
、

肉
厚
プ
リ
プ
リ
な
極
上
の
生
し
い

た
け
を
親
子
そ
ろ
っ
て
も
ぎ
取
っ

て
い
ま
し
た
。

　
時
折
、
雨
や
雹
（
ひ
ょ
う
）
に

見
舞
わ
れ
る
生
憎
の
天
候
で
し
た

が
「
ポ
ニ
ー
乗
馬
体
験
」
や
「
羊
、

ヤ
ギ
、
ウ
サ
ギ
の
ふ
れ
あ
い
体
験
」

も
大
好
評
。
愛
ら
し
い
ポ
ニ
ー
や

羊
と
一
緒
に
レ
ン
ズ
に
微
笑
む
姿

が
随
所
に
見
ら
れ
、
ス
タ
ッ
フ
が

素
敵
な
笑
顔
で
撮
影
に
応
じ
て
い

ま
し
た
。

　
小
雨
混
じ

り
の
中
、
旧

五
戸
小
学
校

プ
ー
ル
前
で

行
わ
れ
た
玉

落
と
し
大
会

は
、
鍛
え
た

放
水
技
術
を

競
い
ま
し
た
。

　
主
な
表
彰

と
玉
落
と
し

大
会
の
結
果

は
次
の
と
お

り
で
す
。（
本

村
関
係
分
）

消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章

　
　
団
　
長
　
畠
山
　
賢
悦

青
森
県
知
事
永
年
勤
続
功
労
章
　

　
　
分
団
長
　
鹿
島
　
　
毅

　
　
　
〃
　
　
田
中
　
政
夫

　
　
　
〃
　
　
佐
藤
喜
美
雄

　
　
　
〃
　
　
滝
沢
　
和
雄

　
　
　
部
長
　
青
山
　
春
人

　
　
　
班
長
　
田
嶋
　
勝
博

　
　
　
団
員
　
田
中
　
一
夫

玉
落
と
し
競
技
結
果

　（
回
種
目･

順
位･

分
団･

地
区
）

１
回
ド
ラ
ム
缶
付
き
小
型
動
力
ポ

ン
プ
の
部

　
　
２
位
　
第
６
分
団（
田
中
）

４
回
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

　
　
３
位
　
第
２
分
団（
西
越
）

５
回
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

　
　
２
位
　
第
３
分
団（
間
明
田
）

　
　
３
位
　
第
１
分
団（
金
ケ
沢
）

６
回
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
前
年

度
１
位
）

　
　
３
位
　
第
７
分
団（
扇
ノ
沢
）

地
域
防
災
へ
の

　
　意
気
込
み
を
披
露

地
域
防
災
へ
の

　
　意
気
込
み
を
披
露

地
域
防
災
へ
の

　
　意
気
込
み
を
披
露

西
分
遣
所
前

丹
内
沢

西
越
郵
便
局
前

園内に　笑顔いっぱい

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
事
故
防
止
を
Ｐ
Ｒ
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団
　
長
　
畠
山
　
賢
悦

青
森
県
知
事
永
年
勤
続
功
労
章
　

　
　
分
団
長
　
鹿
島
　
　
毅

　
　
　
〃
　
　
田
中
　
政
夫

　
　
　
〃
　
　
佐
藤
喜
美
雄

　
　
　
〃
　
　
滝
沢
　
和
雄

　
　
　
部
長
　
青
山
　
春
人

　
　
　
班
長
　
田
嶋
　
勝
博

　
　
　
団
員
　
田
中
　
一
夫

玉
落
と
し
競
技
結
果

　（
回
種
目･

順
位･

分
団･

地
区
）

１
回
ド
ラ
ム
缶
付
き
小
型
動
力
ポ

ン
プ
の
部

　
　
２
位
　
第
６
分
団（
田
中
）

４
回
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

　
　
３
位
　
第
２
分
団（
西
越
）

５
回
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

　
　
２
位
　
第
３
分
団（
間
明
田
）

　
　
３
位
　
第
１
分
団（
金
ケ
沢
）

６
回
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
前
年

度
１
位
）

　
　
３
位
　
第
７
分
団（
扇
ノ
沢
）

地
域
防
災
へ
の

　
　意
気
込
み
を
披
露

地
域
防
災
へ
の

　
　意
気
込
み
を
披
露

地
域
防
災
へ
の

　
　意
気
込
み
を
披
露

西
分
遣
所
前

丹
内
沢

西
越
郵
便
局
前

園内に　笑顔いっぱい

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
事
故
防
止
を
Ｐ
Ｒ
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交
通
安
全

　
５
月
２
日
、
戸
来

扇
ノ
沢
の
福
山
武
男

さ
ん
の
ワ
サ
ビ
畑
で

ワ
サ
ビ
の
花
摘
み
体

験
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
含
む

地
域
の
観
光
資
源
の

有
効
活
用
を
図
る
事

業
の
一
環
。
村
産
業

建
設
課
も
協
力

し
、
今
年
で
９

回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
作
業
に
先
立

ち
、
福
山
さ
ん

が
歓
迎
し
、
適

切
な
収
穫
方
法

に
つ
い
て
説
明
。

時
折
強
い
風
が

吹
く
中
、
県
内

外
か
ら
訪
れ
た

55
名
は
、
咲
き

誇
る
可
憐
な
花

び
ら
を
眺
め
な

が
ら
て
い
ね
い

に
摘
ん
で
い
ま

し
た
。

　
山
林
を
活
用

し
た
畑
は
お
よ

そ
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
参
加
者
は
爽

や
か
な
香
り
と
辛
み
が
特
徴
の
春

の
旬
の
味
覚
を
袋
い
っ
ぱ
い
に
収

穫
し
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し

た
。

　
作
業
終
了
後
に
は
、「
ワ
サ
ビ
の

醤
油
漬
け
」「
ワ
サ
ビ
の
粕
漬
け
」

等
の
調
理
方
法
や
花
ワ
サ
ビ
の
保

存
方
法
を
懇
切
丁
寧
に
紹
介
。
参

加
者
は
真
剣
な
表
情
で
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　
５
月
９
日
、
村
は
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
５
年
間
を
達
成
し
た
こ
と

で
、
青
森
県
知
事
か
ら
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　
青
森
県
庁
北
棟
７
階
で
行
わ
れ

た
表
彰
の
後
、
須
藤
村
長
は
県
環

境
生
活
部
長
名
古
屋
淳
ら
と
懇
談
。

名
古
屋
部
長
は
「
間
木
ノ
平
や
新

郷
温
泉
館
等
の
観
光
地
を
抱
え
、

　
新
郷
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協

会
（
田
沢
一
雄
会
長
）
の
櫻
井
雅

洋
副
会
長
が
５
月
10
日
、
村
長
室

を
訪
れ
、
東
日
本
大
震
災
の
義
援

金
と
し
て
日
本
赤
十
字
社
青
森
県

支
部
新
郷
分
区
（
須
藤
良
美
分
区

長
）
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
５
月
４
日
、
間
木
ノ
平

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
に
お
い
て
行
わ

れ
た
「
新
郷
村
長
杯
争
奪
チ
ャ
リ

テ
ィ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

に
よ
る
も
の
で
す
。
専
用
コ
ー
ス

の
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
実
施
さ

れ
た
同
大
会
は
参
加
者
27
名
、
48

ホ
ー
ル
で
実
施
。
１
打
に
つ
き
10

円
を
寄
付
す
る
形
式
で
３
４
５
０

０
円
の
善
意
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
青
森
県
信
用
組
合
三
戸

支
店
戸
来
出
張
所
け
ん
し
ん
会

（
村
下
萬
会
長
）は
会
員
か
ら
募
っ

た
５
万
円
を
４
月
20
日
、
五
戸
町

で
開
か
れ
た
総
会
の
席
上
、
村
下

会
長
が
須
藤
良
美
分
区
長
へ
手
渡

し
ま
し
た
。

　
４
月
21
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
平
成
23
年
度
村
教
育

大
会
が
行
わ
れ
、
学
校
教
育
関
係

者
、
社
会
教
育
関
係
者
を
中
心
に

約
60
名
が
新
年
度
の
村
の
教
育
の

あ
り
方
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

「
本
村
教
育
の
更
な
る
向
上
を
め

ざ
す
」
と
山
岸
義
一
教
育
委
員
長

が
主
催
者
あ
い
さ
つ
。
菊
池
秀
悦

教
育
長
が
今
年
度
の
村
教
育
重
点

施
策
に
つ
い
て
説
明
し
、
須
藤
良

美
村
長
が
「
村
の
宝
で
あ
る
子
ど

も
た
ち
を
導
き
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
す
る
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　
山
田
厳
子
氏（
弘
前
大
学
教
授
）

が
「
郷
土
研
究
こ
と
は
じ
め 

〜
新

郷
村
の
民
俗
か
ら
〜
」
と
題
し
講

演
を
行
い
、
本
村
の
歴
史
へ
の
理

解
と
愛
着
を
深
め
ま
し
た
。

交
通
量
が
増
加
し
て
い
る
中
で
の

記
録
達
成
は
関
係
者
の
日
頃
の
活

動
の
成
果
」
と
称
賛
し
ま
し
た
。

須
藤
村
長
は
「
関
係
機
関
と
強
い

連
携
を
保
ち
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を

推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
記
録
継

続
へ
の
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

　
村
で
は
平
成
18
年
５
月
３
日
、

国
道
４
５
４
号
の
間
木
ノ
平
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
付
近
で
乗
用
車
と
オ

ー
ト
バ
イ
に
よ
る
交
通
事
故
が
あ

り
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
男
性
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

被
災
地
へ
善
意
の
寄
贈

櫻
井
雅
洋
副
会
長
（
右
）

村
下
萬
会
長
（
右
）

旬の味覚
袋いっぱい

　
こ
の
ほ
ど
設
立
さ
れ
た
「
三
ツ

岳
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
日
向
昌
徳

会
長
）」
の
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
選
出
さ
れ
た
八
戸
由
美
子
さ
ん

が
４
月
21
日
、
須
藤
村
長
の
も
と

へ
就
任
の
あ
い
さ
つ
に
訪
れ
ま
し

た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
今
年
３
月
に
正
式

に
発
足
。
八
戸
さ
ん
は
金
ケ
沢
の

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
拠
点
と
し
、
経

営
管
理
、
事
務
、
連
絡
等
全
般
の

調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
設
立
に
深
く
関
わ
っ
た

八
戸
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
に
県
体
育

協
会
ク
ラ
ブ
育
成
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振

興
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

旬の味覚
袋いっぱい

よ
ろ
し
く

　
　お
願
い
し
ま
す
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

雁
が
ゆ
く
輪
に
な
り
竿
に

な
り
な
が
ら

福

　士

　香
芽
子

先
の
こ
と
想
う
ま
い
と
て

別
れ
霜

鹿

　島

　と

　わ

芽
吹
く
枝
飛
び
ま
わ
る
リ
ス

何
さ
が
す

髙

　根

　リ

　サ

別
れ
霜
融
け
て
蒸
気
の

燃
ゆ
る
ご
と

工

　藤

　陽

　一

季
は
移
り
ザ
ク
リ
音
し
て

別
れ
霜

福

　山

　康
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別
れ
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花
の
さ
だ
め
は

み
じ
か
く
て

長

　峯

　ユ

　リ

寄
り
添
い
て
生
き
る
幸
せ

別
れ
霜

小

　坂

　良

　子

さ
く
さ
く
と
別
れ
霜
踏
む

朝
か
な

鹿

　島

　恵
美
子

幼
子
と
犬
ふ
ぐ
り
摘
む

地
震
あ
と

戸

　来

　れ
い
子

津
波
に
も
倒
さ
れ
た
ま
ま

桜
咲
く

村

　上

　て

　る

　の
消
火
器
は
型
式
失
効
と
な
り
、

販
売
や
設
置
が
出
来
な
く
な
り

ま
す
。

◇
旧
型
式
の
消
火
器
が
使
用
で
き

る
の
は
平
成
33
年
ま
で
で
す
。

◎
改
正
の
目
的
は
「
消
火
器
の
破

裂
事
故
防
止
」
で
す
。

※
消
防
庁
が
発
表
し
た
過
去
10
年

間
で
の
消
火
器
事
故
は
全
て
老

朽
化
し
た
加
圧
式
消
火
器
で
す
。

【
過
去
の
消
火
器
の
事
故
事
例
】

１
消
火
器
を
移
動
し
た
と
こ
ろ
容

器
底
部
の
腐
食
部
分
が
破
裂
し

負
傷
し
た
。

２
．
消
火
器
の
レ
バ
ー
を
握
っ
た

と
こ
ろ
容
器
底
部
が
破
裂
し
負

傷
し
た
。

３
．
焚
き
火
の
火
を
消
火
し
よ
う

と
し
て
操
作
し
た
と
こ
ろ
容
器

底
部
が
破
裂
し
１
名
が
死
亡
し

た
。

※
不
要
に
な
っ
た
消
火
器
は
放
射
、

解
体
等
を
し
な
い
で
、
回
収
を

行
っ
て
い
る
事
業
者
に
廃
棄
処

理
を
依
頼
す
る
こ
と
。

※
腐
食
が
進
ん
で
い
る
加
圧
式
消

火
器
は
容
器
破
裂
の
危
険
性
が

大
き
い
の
で
速
や
か
に
廃
棄
処

理
を
事
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
。

☆
老
朽
化
消
火
器
を
処
分
で
き
る

事
業
所
、
料
金
等
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
西
分

遣
所
で
は
老
朽
化
消
火
器
の
処

分
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問

　五
戸
消
防
署
西
分
遣
所

　
　℡
78
│

２
１
１
９

　国
道
４
５
４
号
か
ら
戸
来
小
学

校
に
至
る
村
道
は
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー

ン
の
た
め
、
土
・
日
曜
日
・
休
日

を
除
く
午
前
７
時
か
ら
８
時
ま
で

の
間
、
自
動
車
は
通
行
禁
止
で
す
。

こ
の
時
間
帯
の
通
行
を
、
通
行
許

可
を
受
け
な
け
れ
ば
通
行
で
き
ま

せ
ん
。

問

　新
郷
警
察
官
駐
在
所

　
　℡
78
│

２
１
１
０

　被
災
地
の
自
治
体
へ
の
寄
附
金
、

自
治
体
を
通
じ
て
の
被
災
者
へ
の

義
援
金
は
「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」

と
し
て
住
民
税
・
所
得
税
の
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
日
本
赤
十
字

社
や
中
央
共
同
募
金
会
等
へ
の
義

援
金
も
「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
と

し
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
総
務
省
東
日
本
大
震
災
関

連
情
報
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問

　税
務
グ
ル
ー
プ

　
　℡
78
│

２
１
１
１

　受
験
手
続
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
期
間

　５
月
30
日
〜
６
月
24
日

◇
第
一
次
試
験
日

　７
月
10
日

　青
森
市

◇
受
験
資
格

　昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

を
卒
業
し
た
人
。
ま
た
は
平
成
24

年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
人
。

問

　五
戸
警
察
署

　
　℡
62
│

３
２
４
１

　
　新
郷
警
察
官
駐
在
所

　
　℡
78
│

２
１
１
０

　新
郷
遊
魚
会
で
は
魚
が
棲
め
る

き
れ
い
な
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
、
今
年
も
五
戸
川
の
川
掃
除
を

左
記
に
よ
り
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　つ
い
て
は
会
員
が
川
掃
除
を
す

る
際
、
付
近
の
田
ん
ぼ
道
な
ど
を

歩
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
ま
す
。

◇
日
時

　６
月
５
日
（
日
）

　午
前
８
時
30
分
〜
10
時
30
分

◇
清
掃
場
所

　五
戸
川
（
長
峯
〜
中
里
）

※
川
掃
除
後
、
恒
例
の
釣
り
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
希
望
者

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

新
郷
遊
魚
会
会
長

　梅
川
和
雄

　

 

℡
78
│

２
０
７
１

◇
職
種
・
採
用
予
定
人
員

知
的
障
害
者
施
設
等
の
支
援
職

員

　
　
　
　３
名
程
度

◇
身
分

　
　地
方
公
務
員

◇
受
験
資
格

　次
の
要
件
を
満
た
す
方
。

・
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
。

・
社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
ま

た
は
社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格

の
う
ち
、
何
れ
か
の
資
格
を
取

得
し
た
方
（
取
得
見
込
み
を
含

む
）

◇
受
付
期
間

平
成
23
年
７
月
14
日
〜
８
月
４

日
ま
で

◇
１
次
試
験

　平
成
23
年
９
月
18
日
（
日
）

　青
森
市

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

　三
戸
郡
福
祉
事
務
組
合
事
務

局
（
や
ま
ば
と
寮
内
）

五
戸
町
大
字
倉
石
中
市
字
小

渡
88
の
２

　℡
０
１
７
８
│

77
│

３
３
１
１

　新
郷
村
に
は
三
人
の
人
権
擁
護

委
員
が
人
権
に
つ
い
て
の
ご
相
談

を
受
け
て
お
り
ま
す
。
本
年
は

次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　平
成
23
年
６
月
１
日
（
水
）

　午
前
９
時
〜
正
午

◇
場
所

　美
郷
館
（
和
室
）

問

　住
民
グ
ル
ー
プ

　
　℡
78
│

２
１
１
１

　村
営
住
宅
で
は
次
の
と
お
り
入

居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
住
所
・
団
地
名
（
募
集
戸
数
）

　戸
来
字
大
久
保
96
│

１

　大
久
保
団
地

　（
１
戸
）

◇
家
賃
新
郷
村
営
住
宅
管
理
条
例

に
よ
り
算
定
し
た
額

◇
入
居
基
準

　１
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と

　２
村
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

　３
所
得
税
、
村
税
を
滞
納
し
て

　
　い
な
い
こ
と

　４
単
身
者
の
場
合

　
　①
60
歳
以
上
の
も
の

②
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ

り
障
害
者
認
定
交
付
を
受

け
た
も
の

　５
申
込
者
及
び
同
居
人
が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と

◆
締
切

　６
月
13
日

問
・
申

　建
設
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　℡
78
│

２
１
１
１

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象

　日
本
国
内
に
住
所
が
あ
り
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

（
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者

ま
た
は
20
歳
未
満
で
政
令
の
定
め

る
程
度
の
障
害
状
態
に
あ
る
者
）

を
監
護
し
て
い
る
母
ま
た
は
母
に

代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
が
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象

　日
本
国
内
に
住
所
が
あ
り
、
身

体
ま
た
は
精
神
に
重
度
ま
た
は
中

度
以
上
の
障
害
を
お
持
ち
の
20
歳

未
満
の
お
子
さ
ん
を
監
護
し
て
い

る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母

に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
が
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
支
給
に
は
一
定
の
条

件
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問

　住
民
グ
ル
ー
プ

　
　℡
78
│

２
１
１
１

　最
近
、
村
内
の
畑
や
林
地
で
堆

肥
（
牛
ふ
ん
、
豚
ふ
ん
、
鶏
ふ
ん

等
）
の
野
積
み
状
態
の
も
の
が
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
家
畜
排
せ

つ
物
処
理
法
及
び
水
質
汚
濁
防
止

法
等
に
よ
り
、
堆
肥
の
野
積
み
は

禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
十

分
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　堆
肥
を
畑
地
等
で
保
管
す
る
方

は
、
屋
根
掛
け
す
る
か
シ
ー
ト
で

覆
う
な
ど
、
汚
れ
や
悪
臭
が
発
生

し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ま
し

ょ
う
。

問

　産
業
グ
ル
ー
プ

　
　℡
78
│

２
１
１
１

　
　厚
生
グ
ル
ー
プ

　
　℡
61
│

７
５
５
５

◇
平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
消
火

器
の
規
格
が
改
正
に
な
り
、
消

火
器
の
表
示
ラ
ベ
ル
も
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

◇
平
成
24
年
１
月
１
日
に
旧
型
式

お
知
ら
せ

　│
問
い
合
わ
せ

　
　│
申
し
込
み

　│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
が

　
　
　

 

被
災
地
支
援
に

警
察
官
Ａ（
大
卒
）募
集

三
戸
郡
福
祉
事
務
組
合

　職
員
採
用
試
験
案
内

六
月
一
日
は

　人
権
擁
護
委
員
の
日

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

堆
肥
の
野
積
み
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

消
火
器
の
規
格
改
正

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

川
掃
除
の
お
知
ら
せ

入
居
者
募
集

問問

問

問 問 問

問

問

問 問

申

新郷村職員を募集します
◇職種・採用予定人員
　上級行政：３名程度
◇受験資格
　昭和58年４月２日から平成２年４月１日ま
でに生まれた者で、大学を卒業した者または
平成24年３月31日までに大学卒業見込みの者
◇試験の内容
　①一次試験：教養試験･専門試験･適性検査
　②二次試験：作文試験・面接
◇試験日・会場
　①一次試験　７月24日（日）
試験会場：青森市
　　　　　（詳細は申込者に連絡します）

　②二次試験　一次試験合格者に追って通知し
　　　　　　　ます。

◇受験手続
　受験申込書（用紙は役場総務グループで直
接受け取るか、村ホームページからダウンロー
ドできます）を総務課に提出してください。
　実施要綱も村ホームページでご覧になれま
すので、提出書類の確認をお願いします。
　http://www.net.pref.aomori.jp/shingo　新着情報
◇受付期間
　５月26日（木）～６月14日（火）
　受付時間は、午前８時30分から午後５時まで
　（土曜日、日曜日、祝日を除く）
　郵送による提出の場合は、６月14日（火）
必着有効とします。
◇申し込み・問い合わせ
　受験の申し込みや試験に関する問い合わせは
　総務課総務グループ　℡78－2111　内線155
　　　　　　　　　　　担当　角岸



6７　広報しんごう　H23・５

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

雁
が
ゆ
く
輪
に
な
り
竿
に

な
り
な
が
ら

福

　士

　香
芽
子

先
の
こ
と
想
う
ま
い
と
て

別
れ
霜

鹿

　島

　と

　わ

芽
吹
く
枝
飛
び
ま
わ
る
リ
ス

何
さ
が
す

髙

　根

　リ

　サ

別
れ
霜
融
け
て
蒸
気
の

燃
ゆ
る
ご
と

工

　藤

　陽

　一

季
は
移
り
ザ
ク
リ
音
し
て

別
れ
霜

福

　山

　康

　子

別
れ
霜
花
の
さ
だ
め
は

み
じ
か
く
て

長

　峯

　ユ

　リ

寄
り
添
い
て
生
き
る
幸
せ

別
れ
霜

小

　坂

　良

　子

さ
く
さ
く
と
別
れ
霜
踏
む

朝
か
な

鹿

　島

　恵
美
子

幼
子
と
犬
ふ
ぐ
り
摘
む

地
震
あ
と

戸

　来

　れ
い
子

津
波
に
も
倒
さ
れ
た
ま
ま

桜
咲
く

村

　上

　て

　る

　の
消
火
器
は
型
式
失
効
と
な
り
、

販
売
や
設
置
が
出
来
な
く
な
り

ま
す
。

◇
旧
型
式
の
消
火
器
が
使
用
で
き

る
の
は
平
成
33
年
ま
で
で
す
。

◎
改
正
の
目
的
は
「
消
火
器
の
破

裂
事
故
防
止
」
で
す
。

※
消
防
庁
が
発
表
し
た
過
去
10
年

間
で
の
消
火
器
事
故
は
全
て
老

朽
化
し
た
加
圧
式
消
火
器
で
す
。

【
過
去
の
消
火
器
の
事
故
事
例
】

１
消
火
器
を
移
動
し
た
と
こ
ろ
容

器
底
部
の
腐
食
部
分
が
破
裂
し

負
傷
し
た
。

２
．
消
火
器
の
レ
バ
ー
を
握
っ
た

と
こ
ろ
容
器
底
部
が
破
裂
し
負

傷
し
た
。

３
．
焚
き
火
の
火
を
消
火
し
よ
う

と
し
て
操
作
し
た
と
こ
ろ
容
器

底
部
が
破
裂
し
１
名
が
死
亡
し

た
。

※
不
要
に
な
っ
た
消
火
器
は
放
射
、

解
体
等
を
し
な
い
で
、
回
収
を

行
っ
て
い
る
事
業
者
に
廃
棄
処

理
を
依
頼
す
る
こ
と
。

※
腐
食
が
進
ん
で
い
る
加
圧
式
消

火
器
は
容
器
破
裂
の
危
険
性
が

大
き
い
の
で
速
や
か
に
廃
棄
処

理
を
事
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
。

☆
老
朽
化
消
火
器
を
処
分
で
き
る

事
業
所
、
料
金
等
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
西
分

遣
所
で
は
老
朽
化
消
火
器
の
処

分
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問

　五
戸
消
防
署
西
分
遣
所

　
　℡
78
│

２
１
１
９

　国
道
４
５
４
号
か
ら
戸
来
小
学

校
に
至
る
村
道
は
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー

ン
の
た
め
、
土
・
日
曜
日
・
休
日

を
除
く
午
前
７
時
か
ら
８
時
ま
で

の
間
、
自
動
車
は
通
行
禁
止
で
す
。

こ
の
時
間
帯
の
通
行
を
、
通
行
許

可
を
受
け
な
け
れ
ば
通
行
で
き
ま

せ
ん
。

問

　新
郷
警
察
官
駐
在
所

　
　℡
78
│

２
１
１
０

　被
災
地
の
自
治
体
へ
の
寄
附
金
、

自
治
体
を
通
じ
て
の
被
災
者
へ
の

義
援
金
は
「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」

と
し
て
住
民
税
・
所
得
税
の
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
日
本
赤
十
字

社
や
中
央
共
同
募
金
会
等
へ
の
義

援
金
も
「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
と

し
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
総
務
省
東
日
本
大
震
災
関

連
情
報
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問

　税
務
グ
ル
ー
プ

　
　℡
78
│

２
１
１
１

　受
験
手
続
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
期
間

　５
月
30
日
〜
６
月
24
日

◇
第
一
次
試
験
日

　７
月
10
日

　青
森
市

◇
受
験
資
格

　昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

を
卒
業
し
た
人
。
ま
た
は
平
成
24

年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
人
。

問

　五
戸
警
察
署

　
　℡
62
│

３
２
４
１

　
　新
郷
警
察
官
駐
在
所

　
　℡
78
│

２
１
１
０

　新
郷
遊
魚
会
で
は
魚
が
棲
め
る

き
れ
い
な
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
、
今
年
も
五
戸
川
の
川
掃
除
を

左
記
に
よ
り
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　つ
い
て
は
会
員
が
川
掃
除
を
す

る
際
、
付
近
の
田
ん
ぼ
道
な
ど
を

歩
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
ま
す
。

◇
日
時

　６
月
５
日
（
日
）

　午
前
８
時
30
分
〜
10
時
30
分

◇
清
掃
場
所

　五
戸
川
（
長
峯
〜
中
里
）

※
川
掃
除
後
、
恒
例
の
釣
り
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
希
望
者

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

新
郷
遊
魚
会
会
長

　梅
川
和
雄

　

 

℡
78
│

２
０
７
１

◇
職
種
・
採
用
予
定
人
員

知
的
障
害
者
施
設
等
の
支
援
職

員

　
　
　
　３
名
程
度

◇
身
分

　
　地
方
公
務
員

◇
受
験
資
格

　次
の
要
件
を
満
た
す
方
。

・
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
。

・
社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
ま

た
は
社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格

の
う
ち
、
何
れ
か
の
資
格
を
取

得
し
た
方
（
取
得
見
込
み
を
含

む
）

◇
受
付
期
間

平
成
23
年
７
月
14
日
〜
８
月
４

日
ま
で

◇
１
次
試
験

　平
成
23
年
９
月
18
日
（
日
）

　青
森
市

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

　三
戸
郡
福
祉
事
務
組
合
事
務

局
（
や
ま
ば
と
寮
内
）

五
戸
町
大
字
倉
石
中
市
字
小

渡
88
の
２

　℡
０
１
７
８
│

77
│

３
３
１
１

　新
郷
村
に
は
三
人
の
人
権
擁
護

委
員
が
人
権
に
つ
い
て
の
ご
相
談

を
受
け
て
お
り
ま
す
。
本
年
は

次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　平
成
23
年
６
月
１
日
（
水
）

　午
前
９
時
〜
正
午

◇
場
所

　美
郷
館
（
和
室
）

問

　住
民
グ
ル
ー
プ

　
　℡
78
│

２
１
１
１

　村
営
住
宅
で
は
次
の
と
お
り
入

居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
住
所
・
団
地
名
（
募
集
戸
数
）

　戸
来
字
大
久
保
96
│

１

　大
久
保
団
地

　（
１
戸
）

◇
家
賃
新
郷
村
営
住
宅
管
理
条
例

に
よ
り
算
定
し
た
額

◇
入
居
基
準

　１
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と

　２
村
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

　３
所
得
税
、
村
税
を
滞
納
し
て

　
　い
な
い
こ
と

　４
単
身
者
の
場
合

　
　①
60
歳
以
上
の
も
の

②
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ

り
障
害
者
認
定
交
付
を
受

け
た
も
の

　５
申
込
者
及
び
同
居
人
が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と

◆
締
切

　６
月
13
日

問
・
申

　建
設
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　℡
78
│

２
１
１
１

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象

　日
本
国
内
に
住
所
が
あ
り
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

（
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者

ま
た
は
20
歳
未
満
で
政
令
の
定
め

る
程
度
の
障
害
状
態
に
あ
る
者
）

を
監
護
し
て
い
る
母
ま
た
は
母
に

代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
が
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象

　日
本
国
内
に
住
所
が
あ
り
、
身

体
ま
た
は
精
神
に
重
度
ま
た
は
中

度
以
上
の
障
害
を
お
持
ち
の
20
歳

未
満
の
お
子
さ
ん
を
監
護
し
て
い

る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母

に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
が
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
支
給
に
は
一
定
の
条

件
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問

　住
民
グ
ル
ー
プ

　
　℡
78
│

２
１
１
１

　最
近
、
村
内
の
畑
や
林
地
で
堆

肥
（
牛
ふ
ん
、
豚
ふ
ん
、
鶏
ふ
ん

等
）
の
野
積
み
状
態
の
も
の
が
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
家
畜
排
せ

つ
物
処
理
法
及
び
水
質
汚
濁
防
止

法
等
に
よ
り
、
堆
肥
の
野
積
み
は

禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
十

分
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　堆
肥
を
畑
地
等
で
保
管
す
る
方

は
、
屋
根
掛
け
す
る
か
シ
ー
ト
で

覆
う
な
ど
、
汚
れ
や
悪
臭
が
発
生

し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ま
し

ょ
う
。

問

　産
業
グ
ル
ー
プ

　
　℡
78
│

２
１
１
１

　
　厚
生
グ
ル
ー
プ

　
　℡
61
│

７
５
５
５

◇
平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
消
火

器
の
規
格
が
改
正
に
な
り
、
消

火
器
の
表
示
ラ
ベ
ル
も
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

◇
平
成
24
年
１
月
１
日
に
旧
型
式

お
知
ら
せ

　│
問
い
合
わ
せ

　
　│
申
し
込
み

　│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
が

　
　
　

 

被
災
地
支
援
に

警
察
官
Ａ（
大
卒
）募
集

三
戸
郡
福
祉
事
務
組
合

　職
員
採
用
試
験
案
内

六
月
一
日
は

　人
権
擁
護
委
員
の
日

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

堆
肥
の
野
積
み
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

消
火
器
の
規
格
改
正

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

川
掃
除
の
お
知
ら
せ

入
居
者
募
集

問問

問

問 問 問

問

問

問 問

申

新郷村職員を募集します
◇職種・採用予定人員
　上級行政：３名程度
◇受験資格
　昭和58年４月２日から平成２年４月１日ま
でに生まれた者で、大学を卒業した者または
平成24年３月31日までに大学卒業見込みの者
◇試験の内容
　①一次試験：教養試験･専門試験･適性検査
　②二次試験：作文試験・面接
◇試験日・会場
　①一次試験　７月24日（日）
試験会場：青森市
　　　　　（詳細は申込者に連絡します）

　②二次試験　一次試験合格者に追って通知し
　　　　　　　ます。

◇受験手続
　受験申込書（用紙は役場総務グループで直
接受け取るか、村ホームページからダウンロー
ドできます）を総務課に提出してください。
　実施要綱も村ホームページでご覧になれま
すので、提出書類の確認をお願いします。
　http://www.net.pref.aomori.jp/shingo　新着情報
◇受付期間
　５月26日（木）～６月14日（火）
　受付時間は、午前８時30分から午後５時まで
　（土曜日、日曜日、祝日を除く）
　郵送による提出の場合は、６月14日（火）
必着有効とします。
◇申し込み・問い合わせ
　受験の申し込みや試験に関する問い合わせは
　総務課総務グループ　℡78－2111　内線155
　　　　　　　　　　　担当　角岸



ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

○ 

し
ん
ご
う
保
育
園

お花まつりであまちゃをかけた
あと、みんなでつな引きしたよ。
もう１回やって、次は勝ちたい
なぁ・・・。

佐藤　龍吉郎くん（さくら組）
ななみちゃんとブランコで遊び
ました。この日はとってもいい
お天気だったんだよ。
いーっぱい楽しかったよ。

佐々木　愛華さん（さくら組）
さ さ き あい かりゅうきちろうさ とう

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５
営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

８

平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

208

６月
人の動 き

男　1,458人（＋２人）
女　1,567人（＋１人）
計　3,025人（＋３人）
世帯数960世帯（＋４世帯）
（平成23年４月30日現在）

発
行
/新
郷
村
　
編
集
/総
務
課
　
〒
039

ー1801  青
森
県
三
戸
郡
新
郷
村
大
字
戸
来
字
風
呂
前
10　

1
0178ー78ー2111 

新
郷
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.net.pref.aom

ori.jp/shing
o/ 
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2011 （
平
成
2
3
年
）

M
A
Y

工  藤　　  健くん
Ｈ21・12・１生
（地区）戸来
（パパ）泰啓
（ママ）愛子

パパとママのねがい

思いやりのある
やさしい子に育ってね。

むらのガイド

平成23年 水無月
パール（真珠）
̶ 健康・長寿 ̶誕 生 石

みなづき
June

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

予防接種相談日　毎週月曜日　正午〜午後５時まで　TEL 6 1−75 5 5

２０１１年６月
備　　　考

9：00～12：00　美郷館

10：00～16：00　八戸法務局

主会場　新郷村

行　　事　　等

く どう たける

日 曜

1 水

2 木
3 金
4 土
5 日
6 月
8 水
9 木
10 金
11 土
13 月
16 木

17 金

19 日
20 月
23 木
24 金
27 月
30 木

特設人権相談所
不用犬引取日　結核検診（～２日）
特定健診（～４日）
資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日
法務局なんでも相談所
青森県知事選挙投開票日
新郷温泉館休館日
子ども手当支給日
特定健診（～11日）
資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日
三戸郡総合体育大会（～12日）
新郷温泉館休館日　行政相談
特定健診（～18日）
資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
粗大ごみ収集日
第373回子ども会親子早起き掃除
新郷温泉館休館日
特定健診（～25日）
燃えないごみ収集日
新郷温泉館休館日　母と子の栄養教室
村県民税第１期納期限　特定健診

二十歳になったら
国民年金

日本年金機構

５
月
１
日
　
五
戸
地
区
消
防
団
連
合
観
閲
式
（
関
連
記
事
は
２
ペ
ー
ジ
）

５
月
１
日
　
五
戸
地
区
消
防
団
連
合
観
閲
式
（
関
連
記
事
は
２
ペ
ー
ジ
）
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